
参考資料６

事業評価に係るバックデータ

①一般国道5号（北海道横断自動車道）倶知安余市道路（共和～余市）

・・・・ １

②一般国道42号（近畿自動車道紀勢線）熊野道路 ・・・・・・ ８② 般国道42号（近畿自動車道紀勢線）熊野道路 ８

③一般国道42号（近畿自動車道紀勢線）すさみ串本道路 ・・・ １５

④一般国道497号（西九州自動車道）松浦佐々道路 ・・・・・・２２

⑤一般国道6号 牛久土浦バイパス（Ⅱ期） ・・・・・・・・ ２９

⑥一般国道246号 厚木秦野道路（伊勢原西～秦野中井） ・・・３５

⑦一般国道41号 大沢野富山南道路 ・・・・・・・・・・・ ４１

⑧一般国道10号 高江拡幅 ・・・・・・・・・・・・・・・ ４７

⑨ 般国道58号 那覇北道路⑨一般国道58号 那覇北道路 ・・・・・・・・・・・・・・５４



①一般国道5号（北海道横断自動車道）
倶知安余市道路（共和～余市）倶知安余市道路（共和 余市）
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②一般国道42号（近畿自動車道紀勢線）
熊野道路熊野道路
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①主要都市・拠点間の防災機能の向上 【評価：◎】

事業名：一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線）熊野道路

防災機能評価結果

※当該リンク全線が整備済と仮定

●新宮市～熊野市の評価

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）
D → B（一部事業化）

【現況の評価レベル（近畿・中部地方）】 【整備後の評価レベル（近畿・中部地方） 】

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり
D なし なし

【現況の評価レベル（近畿・中部地方）】 【整備後の評価レベル（近畿・中部地方） 】

②市町村間等の連結性の向上 【評価：◎】

・当該リンク周辺の市町村から 最寄りの隣接市町村までの到達時間を計測

整備後：当該事業のルートが津波浸水想定区域
を避けて計画しているため、災害危険性
はなく、評価レベルはＢとなる。

現 況：主経路（国道４２号）に津波浸水想定区
域があるため、評価レベルはＤとなる。

・当該リンク周辺の市町村から、最寄りの隣接市町村までの到達時間を計測。
・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合いからネットワーク全体の防災機能向上を評価。

弱点度
（整備前）

弱点度
（整備後）

改善度

３７．５ １６．４ ２．３

【弱点度の計測の例（中部地方）】

① ② ③

当該リンク

• 弱点度は、災害時に、通常時と比較して、各市町村から県庁所在都市（又は最寄りの高速道路IC）及び周辺市町村への到達
時間が増加する度合いを表し、評価対象リンクを通過する市町村間等の移動における到達時間の総和の比で計測される。

• 改善度は、整備前後で、各市町村から県庁所在都市（又は最寄りの高速道路IC）及び周辺市町村への到達時間が短縮する
度合いを表し、整備前後の弱点度の比で計測される。

①災害時不通 ： ３８
②災害時迂回有り： ７３
③災害時迂回無し：１１９

全2３０リンク各リンク
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③一般国道42号（近畿自動車道紀勢線）
すさみ串本道路すさみ串本道路
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①主要都市・拠点間の防災機能の向上 【評価：◎】

②市町村間等の連結性の向上 【評価：◎】
• 当該リンク周辺の市町村から、最寄りの隣接市町村までの到達時間を計測。
• 当該リンクの整備による到達時間の短縮度合いからネットワーク全体の防災機能向上を評価。

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり
D なし なし

※隣接事業中区間が整備済と仮定

弱点度
（整備前）

弱点度
（整備後）

改善度

４８．５ ０．８８ ５５．１

●白浜町 ～ 串本町の評価

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）
Ｄ → Ｂ

【現況の評価レベル（近畿・中部地方）】 【整備後の評価レベル（近畿・中部地方） 】

• 弱点度は、災害時に、通常時と比較して、各市町村から県庁所在都市（又は最寄りの高速道路IC）及び周辺市町村への到達時
間が増加する度合いを表し、評価対象リンクを通過する市町村間等の移動における到達時間の総和の比で計測される。

• 改善度は、整備前後で、各市町村から県庁所在都市（又は最寄りの高速道路IC）及び周辺市町村への到達時間が短縮する度合
いを表し、整備前後の弱点度の比で計測される。

事業名：一般国道４２号 すさみ串本道路

防災機能評価結果

現 況： 整備後：主経路（国道４２号）に津波浸水想定区
域があるため、評価レベルはＤとなる。

当該事業のルートが津波浸水想定区域
を避けて計画しているため、災害危険性
はなく、評価レベルはＢとなる。

【弱点度の計測の例（近畿地方）】

（全３１２リンク）

③①

①災害時不通リンク：５９
②災害時迂回有り：１０５
③災害時迂回無し：１４８

②

※ 最大不通時間の上限を48時間に設定し、
当該リンクの計測値を記載

串本市

白浜町

串本市

白浜町

各リンク

当該
リンク
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④一般国道497号（西九州自動車道）
松浦佐々道路松浦佐々道路
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①主要都市・拠点間の防災機能の向上 【評価：◎】

事業名：一般国道497号 松浦佐々道路

防災機能評価結果

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり
D なし なし

●平戸市～佐世保市の評価

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）
D → Ｂ

【現況の評価レベル（九州地方）】 【整備後の評価レベル（九州地方）】

平戸市

佐世保市

平戸市

佐世保市

整備後：当該事業のルートが津波浸水想定
域 未改良 間を避け 計

現 況：主経路（国道２０４号）は津波浸水
想定区域を通過し 未改良区間があ

②市町村間等の連結性の向上 【評価：◎】
・当該リンク周辺の市町村から、最寄りの隣接市町村までの到達時間を計測。
・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合いからネットワーク全体の防災機能向上を評価。

区域、5.5m未改良区間を避けて計画してい
るため、災害危険性はなく、評価レベルはＢ
となる。

想定区域を通過し、5.5m未改良区間があ
るため、評価レベルはＤとなる。

弱点度
（整備前）

弱点度
（整備後）

改善度

１．５ ０．９ １．７

【弱点度の計測の例（九州地方）】

① ② ③

①災害時不通 ： ６７

• 弱点度は、災害時に、通常時と比較して、各市町村から県庁所在都市（又は最寄りの高速道路IC）及び周辺市町村への到達
時間が増加する度合いを表し、評価対象リンクを通過する市町村間等の移動における到達時間の総和の比で計測される。

• 改善度は、整備前後で、各市町村から県庁所在都市（又は最寄りの高速道路IC）及び周辺市町村への到達時間が短縮する
度合いを表し、整備前後の弱点度の比で計測される。

全３２３リンク

当該リンク

①災害時不通 ： ６７
②災害時迂回有り：１１９
③災害時迂回無し：１３７
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⑤一般国道6号 牛久土浦バイパス（Ⅱ期）⑤
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⑥一般国道246号
厚木秦野道路（伊勢原西 秦野中井）厚木秦野道路（伊勢原西～秦野中井）
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⑦一般国道41号 大沢野富山南道路
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⑧一般国道10号 高江拡幅
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⑨一般国道58号 那覇北道路
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